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The World of the Bible “Paul in Malta” / Photo & Essay by Yokoyama  Tadashi 

　

囚
人
と
な
っ
て
ロ
ー
マ
に
向
か
う
パ
ウ
ロ
を

乗
せ
た
船
が
、
地
中
海
特
有
の
エ
ウ
ラ
キ
ロ
ン

と
呼
ば
れ
る
台
風
に
遭
っ
て
難
破
し
、
マ
ル
タ

島
の
北
部
セ
ン
ト
・
パ
ウ
ロ
湾
の
小
島
に
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
す
。（
シ
リ
ー
ズ
40
参
照
）

　

春
を
待
っ
て
三
カ
月
間
滞
在
し
た
パ
ウ
ロ

が
、
島
の
長
官
プ
ブ
リ
ウ
ス
の
父
親
の
病
を
祈

り
に
よ
っ
て
癒
や
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

多
く
の
島
民
の
病
気
を
癒
や
し
た
と
聖
書
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
パ
ウ
ロ
が
住
ん
だ
洞

窟
が
、
島
の
南
部
に
あ
る
町
ラ
バ
ト
の
聖
パ
ウ

ロ
教
会
の
礼
拝
堂
地
下
に
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
九
九
〇
年
に
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二

世
も
訪
れ
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
現
在
も
こ
の

場
所
に
祈
り
に
訪
れ
る
島
民
は
絶
え
ま
せ
ん
。

　

驚
く
こ
と
に
こ
の
洞
窟
を
起
点
に
一
千
も
の

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
地
下
墓
地
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
四
～
六
世
紀
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
こ
こ
に

埋
葬
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

マ
ル
タ
共
和
国
は
淡
路
島
の
半
分
程
度
の
小

さ
な
島
で
す
が
、
地
中
海
文
明
の
源
と
い
わ
れ

る
国
で
す
。
紀
元
前
八
千
年
の
歴
史
を
持
ち
エ

ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
よ
り
古
く
か
ら
巨
石
神

殿
を
建
造
す
る
文
化
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

パ
ウ
ロ
が
漂
着
し
た
の
は
、
西
暦
六
〇
年
の

二
月
一
〇
日
で
、
こ
の
日
は
「
聖
パ
ウ
ロ
の
難

船
記
念
日
」
と
し
て
商
店
な
ど
も
休
業
す
る
祝

祭
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新聖
書
の

世
界 47

写
真
／
文  

横
山
匡

マ
ル
タ
島
で
の
パ
ウ
ロ



Bible Verse & Essay by Ishida Manabu

主
イ
エ
ス
の
姿
が
変
わ
り
︑
白
く
輝
く
衣
に
包
ま
れ
ま
す
︒

驚
く
三
人
の
弟
子
に
︑
御
父
が
こ
の
言
葉
を
告
げ
ま
し
た
︒

見
回
す
弟
子
た
ち
が
見
た
の
は
︑
共
に
歩
ま
れ
る
主
で
し
た
︒

誰
の
声
に
聞
き
従
う
べ
き
か
を
︑
御
父
は
明
ら
か
に
し
ま
し
た
︒

現
代
世
界
は
︑
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
︑
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
通
し
て
︑

あ
ら
ゆ
る
類
の
声
の
洪
水
が
わ
た
し
た
ち
に
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
︒

﹁
こ
れ
に
聞
け
︑
こ
れ
が
真
実
だ
︑
こ
れ
を
信
じ
ろ
﹂
と
︒

真
実
と
フ
ェ
イ
ク
が
入
り
交
じ
る
声
の
洪
水
の
中
で
こ
そ
︑

わ
た
し
た
ち
は
天
の
御
父
の
言
葉
を
心
に
留
め
た
い
も
の
で
す
︒
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石
田  

学

い
し
だ  

ま
な
ぶ

日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
小
山
教
会
牧
師
、
日
本
聖
書
協
会
理
事
長

表紙の言葉
今回の表紙は川口基督教会です。かつて
蔦に覆われていた、アングリカン・ゴ
シックのどっしりとした聖堂は、阪神淡
路大震災によって半壊。現在、多くの信
者、市民グループにより見事に復元され
ました。新しい壁石と歴史を刻んできた
壁石が共存し織りなす壁肌は、教会の懐
の深さを改めて感じさせる風格を醸して
います。（絵・文＝佐藤百合子）

巻
　 

頭
　 

聖
　 

句 
す
る
と
、
雲
が
現
れ
て
彼
ら
を
覆
い
、

雲
の
中
か
ら
声
が
し
た
。

「
こ
れ
は
私
の
愛
す
る
子
。
こ
れ
に
聞
け
。」

︵
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
9
章
7
節　

聖
書
協
会
共
同
訳
︶

 2 新理事長の紹介
  ソア48号発行によせて　具志堅  聖

 3 特集
  聖書に聞く
  コロナ時代を生きるために
  リモートインタビュー抄録

 9 人物と聖書（番外編）   鈴木範久
  太宰治と最初の聖句

  人物と聖書�　鈴木範久
  羽仁もと子と聖書

12 エッセー�　岸本大樹
  神の息吹に生かされて

14 AVACOだより

15 Bible Guide
  黙想シリーズ
  マンガ聖書　新約聖書Ⅲ　黙示録
  ウェブバイブル

16 聖書協会世界連盟が結ぶきずな
  連帯はコロナ禍中も、その先も

17 第5回聖書動画コンテスト・アワード

C O N T E N T S



2Introduction of the new Board Chairperson

理事長就任にあたって

　日本聖書協会理事会は 2021年1月14日付

で、新理事長として石田 学氏を選出しまし

た。1996年12月から24年にわたり大
おお

宮
みや

 溥
ひろし

氏

が理事長を務めてきましたが、今回の理事長

選出は、2020年12月17日付で大宮氏が理事を

退任されたのに伴って行われたものです。理

事長の任期は2023年度第１回評議員会（2022

年12月予定）終了までの２年です。なお、今

回の新理事長選出に合わせて、日本聖書協会

副理事長として、菊地 功氏が、書記として、

風間義信、小海 光の両氏が再任されました。

今後も日本聖書協会の活動に対し、皆さまの

祈りとご支援をお願い申し上げます。

一般財団法人日本聖書協会  総主事

具志堅  聖

　日本聖書協会の理事長に選ばれ、半ば途方に暮れる思
いでいます。しかし、理事長職を引き受けるべきかどうか
考えている際に、妻が、神様のお召しだから、それでよい
のでないか、と言ってくれました。聖書協会はエキュメニ
カルな組織であり、エキュメニズムは自分の関心事なの
で、その点で少しでもお役に立てればと思っています。

日本聖書協会理事長

石田  学　                           
Board Chairperson
Ishida Manabu 

新 理 事 長 の 紹 介

ソア48号発行によせて
　2020年は世界中で新型コロナウイルスが猛威を振るった一年でした。予定

していたイベント活動や教会訪問は中止となりました。4月16日に対象を全

国に拡大した緊急事態宣言の際には、銀座本社や直営書店を閉鎖し、通常

業務が行えない状態となりました。今まで経験したことのない、そして忘れ

ることができない一年の始まりでした。

　コロナ禍の下で私たちを照らした一筋の希望、それは動画配信の開始と

EC（Electronic Commerce：通販）サイトの充実でした。感染拡大防止の

ため活動自粛が要請される中、私たちはリモートインタビューの動画制作を

始めました。今号では詳細を特集しています。また、バイブルハウス南青山

の実店舗を１月に閉め、通販・ECサイトとして大幅なリニューアルを行う

と同時にさまざまなSNS活用を始めました。12月、菅政権はデジタル庁の基

本方針を決定し、DX（Digital Transformation：デジタル変革）に本格的

に着手することを表明しました。JBSはまだまだ途上ですが、コロナ禍後の

社会変化を視野にいれながら、企画推進に取り組んで参ります。

　「ですから、あなたがたは、今そうしているように、互いに励まし合い、

互いを造り上げるようにしなさい。」（Ｉテサロニケ5:11）

　コロナ禍明けには地方の教会を訪ね、次世代に向けた聖書普及事業のため

にさらなる信頼関係の醸成と、リアルなつながりを育てる取り組みを進めて

いきたいと願っております。ぜひご理解・ご協力をいただければ幸いです。

総主事  具志堅  聖　          
General Secretary
Gushiken Kiyoshi 
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『
聖
書　

聖
書
協
会
共
同
訳
』
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
務
責
任
者
を
務
め
た
島
先
克
臣
さ
ん
。
一
昨
年
退

職
と
同
時
に
関
西
に
移
住
、
現
在
は
、
聖
書
を
読
む
た

め
の
冊
子
を
発
行
す
る
団
体
「
聖
書
を
読
む
会
」
総
主

事
を
務
め
る
傍
ら
、
畑
を
耕
し
、
薪
を
取
り
に
山
へ
分

け
入
る
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

島
先
さ
ん
は
聖
書
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
間
、
自
分

な
ら
ば
決
し
て
引
き
受
け
な
い
と
思
う
よ
う
な
翻
訳
原

稿
の
依
頼
を
し
て
き
た
と
い
う
。
翻
訳
は
捗
ら
ず
、
途

中
辞
退
者
も
出
る
な
ど
、
圧
し
潰
さ
れ
そ
う
な
苦
悩
の

日
々
だ
っ
た
。
そ
ん
な
自
分
を
見
か
ね
て
か
複
数
の
範

囲
を
引
き
受
け
る
人
も
現
れ
た
と
き
は
感
涙
に
む
せ
ぶ

思
い
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
自
身
の
心
の
支
え
と
な
っ
た
聖
句
は
、
コ
ヘ

レ
ト
の
言
葉
八
章
一
五
節
。
い
か
な
る
不
条
理
な
状
況

下
で
も
、
神
の
与
え
ら
れ
た
恵
み
を
、
今
日
感
謝
し
よ

う
と
い
う
思
い
を
与
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
。

2020年春、コロナウイルスの感染拡大により、日本聖書協会ではすべてのイベン

ト計画が延期された。そこで新たな試みとして、6月よりインターネットを介し『聖

書　聖書協会共同訳』の翻訳事業に携わった方に、リモートインタビュー「聖書

に聞く」を行い、YouTubeチャンネルで毎月の配信をスタートさせた。今号は

2021年3月までに公開されたリモートインタビュー９本を抄録として紹介する。

聖書に聞くコロナ時代を生きるために特集

リモートインタビュ ー 抄 録

Listen to the Bible to live in the corona era

 

第
一
回

「
食
べ
、飲
み
、楽
し
む
こ
と
よ
り

  

ほ
か
に
人
に
幸
せ
は
な
い
」　

ゲ
ス
ト
：�

島
先
克
臣 

氏

　
　
　
　�「
聖
書
を
読
む
会
」
総
主
事
、
元
日
本
聖
書
協
会
編
集
部
主
事
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近
代
日
本
文
学
に
お
い
て
、
森
鷗
外
、
夏
目
漱
石
、

芥
川
龍
之
介
、
太
宰
治
な
ど
の
文
豪
が
、
聖
書
や
キ
リ

ス
ト
教
に
触
れ
た
数
多
く
の
作
品
を
残
し
て
き
た
と
い

う
佐
藤
裕
子
さ
ん
。
さ
ら
に
「
悪
魔
く
ん
」、「
聖
☆
お

に
い
さ
ん
」
や
「
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
」
な
ど
、
現
代

の
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
作
品
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
題

材
も
指
摘
す
る
。

　

な
お
、
今
回
の
聖
書
の
翻
訳
事
業
で
自
ら
が
携
わ
っ

た
五
書
、
歴
史
書
で
は
、
今
直
面
す
る
苦
難
に
対
し
ユ

ダ
ヤ
の
民
が
、
な
ぜ
私
た
ち
な
の
か
と
神
に
問
い
か

け
、
対
し
て
神
が
物
語
を
通
し
て
回
答
す
る
話
形
だ
と

解
説
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
不
可
解
で
予
測
不
可
能
な
世

界
を
、
い
か
に
受
容
す
れ
ば
よ
い
か
、
そ
れ
に
は
物
語

が
必
要
と
示
す
。
翻
訳
事
業
を
通
し
て
、
古
典
の
物
語

文
学
の
な
か
で
、
最
古
の
も
の
が
聖
書
で
あ
っ
た
こ
と

を
改
め
て
認
識
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
自
身
の
心
の
支
え
と
す
る
聖
句
に
コ
ヘ
レ
ト

の
言
葉
三
章
を
挙
げ
る
。
コ
ヘ
レ
ト
は
三
八
回
も
繰
り

返
し
「
空
し
い
」
と
語
る
こ
と
か
ら
、
虚
無
的
、
厭
世

的
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
佐
藤
さ
ん
は
実
は
こ
れ
は

す
ご
い
こ
と
だ
と
評
価
す
る
。
人
生
を
儚
い
か
ら
と
否

定
せ
ず
、
か
え
っ
て
短
い
人
の
時
を
あ
く
せ
く
生
き
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
深
い
慰
め
を
得
ら
れ
る

の
だ
と
語
る
。

　

Ｂ
．
シ
ュ
リ
ン
ク
の
小
説
『
朗
読
者
』
や
、
ヘ
ッ
セ
『
車

輪
の
下
で
』
の
翻
訳
者
の
松
永
美
穂
さ
ん
。
ド
イ
ツ
の
文

学
作
品
の
一つ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
1
0
0
分
de
名
著
」

で
放
送
さ
れ
た
、
ヨ
ハ
ン
ナ
・
シ
ュ
ピ
リ
の
児
童
向
け
小
説

『
ハ
イ
ジ
』
を
紹
介
さ
れ
た
。
ハ
イ
ジ
は
日
本
で
は
宮
崎
ア

ニ
メ
で
知
ら
れ
る
が
、
孤
独
に
暮
ら
す
祖
父
が
、
ハ
イ
ジ
に

よ
っ
て
人
と
の
絆
と
信
仰
を
取
り
戻
し
、
教
会
と
い
う
地

域
共
同
体
へ
復
帰
を
促
す
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
た
感
動

的
な
場
面
は
描
か
れ
て
い
な
い
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
裏

付
け
ら
れ
た
原
作
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
勧
め
る
。

　

ゲ
ー
テ
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
よ
る
、
疫
病
を
背
景
と
す

る
近
代
ド
イ
ツ
文
学
や
、
世
俗
化
が
進
む
現
代
の
ド
イ
ツ

の
政
治
状
況
に
お
け
る
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
存
在
に
つ
い
て
も

解
説
さ
れ
た
。　

　

感
銘
を
受
け
た
聖
句
に
、
松
永
さ
ん
は
聖
書
翻
訳
に
携

わ
っ
た
な
か
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で
は
読
む
機
会
の

な
か
っ
た
旧
約
聖
書
続
編
か
ら
、
知
恵
の
書
六
章
一
二
節
を

挙
げ
る
。「
知
恵
は
知
恵
を
愛
す
る
者
に
は
た
や
す
く
姿

を
現
し
、
知
恵
を
探
す
者
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
る
。」
こ

れ
は
、マ
タ
イ
、ル
カ
の
「
門
を
叩
け
、
さ
ら
ば
開
か
れ
ん
」

に
も
通
じ
る
。
知
恵
と
い
う
言
葉
は
分
解
す
れ
ば
「
知
る

恵
み
」
と
な
り
、
と
り
わ
け
神
を
知
る
恵
み
を
思
う
。
困

難
な
時
代
に
社
会
に
出
て
い
こ
う
と
す
る
若
い
人
た
ち
に

ぜ
ひ
真
の
知
恵
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
語
る
。

特集

 
第
二
回

「
知
恵
は
輝
か
し
く
、

  
朽
ち
る
こ
と
が
な
い
」　

ゲ
ス
ト
：�

松
永
美
穂 

氏

　
　
　
　�

早
稲
田
大
学
教
授
、
ド
イ
ツ
文
学
研
究
者
、
翻
訳
家

 

第
三
回

「
す
べ
て
の
出
来
事
に

  

時
が
あ
る
」　

ゲ
ス
ト
：�

佐
藤
裕
子 

氏

　
　
　
　�

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授
、
日
本
近
現
代
文
学
研
究
者
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浦
野
洋
司
さ
ん
は
、
聖
書
学
を
修
め
る
た
め
、
ワ
シ

ン
ト
ン
D
C
の
米
国
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
に
四
年
間
留
学

し
た
経
験
を
持
つ
。
初
め
て
の
海
外
生
活
で
一
年
目
に

病
気
に
罹
り
、
当
時
は
た
だ
一
人
の
外
国
籍
学
生
で
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
が
シ
リ
ア
語
と
な
っ
て
夢
に

ま
で
現
れ
る
な
ど
、
授
業
に
つ
い
て
い
く
の
が
苦
し
み

の
連
続
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
浦
野
さ
ん
は
聖
書
に
は
「
愛
せ
よ
」
よ
り

「
恐
れ
る
な
」
と
い
う
表
現
が
多
く
あ
り
、
こ
れ
が
自

分
を
支
え
る
言
葉
と
な
っ
て
き
た
と
語
る
。
翻
訳
事
業

で
の
合
宿
で
は
、
原
語
担
当
者
と
日
本
語
担
当
者
の
間

で
、
ど
こ
で
句
読
点
を
打
つ
か
、
議
論
が
白
熱
し
、
し

　

歌
人
の
春
日
い
づ
み
さ
ん
は
、
日
本
人
の
心
と
密
接
に

結
び
つ
い
た
短
歌
は
、
言
葉
に
息
吹
を
与
え
る
力
あ
る
詩

形
だ
と
い
う
。
そ
の
春
日
さ
ん
は
三
〇
年
間
岩
波
ホ
ー
ル

（
東
京
・
神
保
町
）
で
、
映
画
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

す
る
字
幕
の
台
詞
と
共
に
、
情
景
を
言
葉
で
描
写
す
る
シ

ナ
リ
オ
採
録
を
仕
事
と
し
て
九
〇
〇
も
の
作
品
に
携
わ
っ

て
き
た
経
験
を
持
つ
。
な
か
に
は
全
編
で
セ
リ
フ
が
な
い

難
し
い
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
採
録
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
聖
書
翻
訳
の
作
業
で
は
、
何
よ
り
も
自
然
な
日

本
語
を
心
が
け
た
。
そ
れ
に
は
原
語
担
当
と
日
本
語
担

当
と
で
、
最
初
か
ら
チ
ー
ム
が
二
人
三
脚
で
作
業
し
て
き

た
こ
と
が
奏
功
し
た
と
も
。
教
会
共
同
体
の
祈
り
に
重
要

ま
い
に
喧
嘩
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
あ
る
先
生
が

「
ま
る

0

0

で
話
に
な
ら
な
い
」
と
言
っ
た
の
に
対
し
、
浦

野
さ
ん
は
「
て
ん

0

0

で
分
か
っ
て
な
い
」
と
す
ぐ
応
酬
し
、

そ
の
瞬
間
笑
い
が
弾
け
た
と
い
う
。

　

こ
の
困
難
な
時
代
に
あ
っ
て
「
笑
い
」
が
心
と
体
に

与
え
る
影
響
の
大
切
さ
を
人
生
で
実
感
し
て
き
た
と
語

る
。
聖
書
協
会
共
同
訳
は
、
原
語
に
忠
実
で
あ
り
な
が

ら
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
か
ら
浮
遊
し
て
い
な
い
、
そ

れ
が
一
番
の
強
み
、
一
押
し
の
点
で
あ
る
と
も
語
っ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
影
の
中
で
見
つ
め
る
と
そ

の
奥
に
あ
る
光
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
信
じ
て
生
き
た

い
、
そ
の
よ
う
に
語
る
。

な
位
置
を
占
め
る
詩
編
の
翻
訳
で
は
、
重
責
を
感
じ
た

が
、
原
語
担
当
者
と
の
交
流
に
よ
り
自
ら
の
聖
書
理
解
も

深
め
ら
れ
た
と
い
う
。

　

人
生
の
悲
し
み
、
喜
び
と
様
々
な
場
面
で
、
心
に
自
然

と
湧
き
上
が
っ
て
く
る
言
葉
は
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
共
に
あ

る
典
礼
聖
歌
で
、
マ
タ
イ
一
一
章
二
八
節
を
ベ
ー
ス
と
す

る
「
来
な
さ
い　

重
荷
を
負
う
も
の
」。
口
ず
さ
む
と
、

ど
ん
な
仕
事
で
も
、
イ
エ
ス
が
一
緒
に
重
荷
を
担
い
成
し

遂
げ
ら
れ
る
勇
気
を
与
え
ら
れ
て
き
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
れ
ず
歌
会
も
中
断
し
た
が
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
で
声
を
聴
い
た
と
き
は
嬉
し
さ
を
覚
え
た
。
こ
の

時
を
も
通
し
て
、
神
と
の
対
話
を
深
め
た
い
と
語
る
。

Listen to the Bible to live in the corona era

 

第
四
回

「
恐
れ
る
な
、

  
私
が
あ
な
た
と
共
に
い
る
」　

ゲ
ス
ト
：�
浦
野
洋
司 

氏

　
　
　
　�

東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
講
師

 

第
五
回

「
来
な
さ
い

  

重
荷
を
負
う
も
の
」　

ゲ
ス
ト
：�

春
日
い
づ
み 

氏

　
　
　
　�

歌
人
、
短
歌
結
社
『
水
甕
』
代
表



 
第
六
回

「
神
の
業
が
こ
の
人
に

  
現
れ
る
た
め
で
あ
る
」　

ゲ
ス
ト
：�

石
川  
立 
氏

　
　
　
　�

同
志
社
大
学
神
学
部
教
授

 

第
七
回

「
い
つ
も
喜
ん
で
い
な
さ
い
」　

ゲ
ス
ト
：�

阿
部  

包く
る
み 

氏

　
　
　
　�

藤
女
子
大
学
特
任
教
授
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石
川
立
さ
ん
の
文
学
志
向
は
、
少
年
時
代
に
夢
中
に

な
っ
て
読
ん
だ
北
杜
夫
の
旅
行
記
に
遡
る
。
し
か
し
高
校

時
代
は
悩
み
、
小
説
や
詩
に
虚
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
大
学
で
は
人
生
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
哲
学
を

志
し
、
倫
理
学
に
触
れ
、
人
生
を
決
定
づ
け
た
一
冊
の
書

物
を
通
し
、
神
や
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
向
け
ら
れ
て
い
く
。

　

後
の
哲
学
の
学
び
を
通
し
て
、
研
究
対
象
で
は
な
く
、

神
を
問
い
、
求
め
る
た
め
に
神
学
を
学
び
た
い
と
、
ド
イ

ツ
へ
留
学
。
帰
国
後
、
聖
書
を
読
み
、
教
会
の
門
を
叩
き
、

果
て
は
牧
師
、
神
学
者
に
な
る
と
い
う
道
を
辿
っ
て
き
た
。

聖
書
翻
訳
の
作
業
で
は
、
早
く
か
ら
原
語
、
日
本
語
両
担

当
者
が
共
同
作
業
を
行
っ
て
表
現
を
磨
い
た
と
い
う
。
し

か
し
、
聖
書
は
読
ま
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
く
、
読
ま
れ

て
こ
そ
の
価
値
を
説
く
。

　

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
九
章
三
節
「
神
の
業
が
こ
の
人
に
現
れ

る
た
め
で
あ
る
」
を
心
の
支
え
と
な
る
聖
句
に
挙
げ
、
現

在
の
コ
ロ
ナ
禍
も
困
難
な
状
況
に
お
い
て
こ
そ
、
現
れ
る

神
の
御
業
、
憐
れ
み
は
立
ち
上
が
る
と
信
じ
た
い
と
語
る
。

個
人
の
呟
き
と
し
つ
つ
、
人
間
味
の
な
い
経
済
優
先
や
競

争
を
離
れ
、
身
近
な
生
活
、
利
害
を
超
え
た
人
と
の
関
わ

り
を
味
わ
い
た
い
と
語
る
。

　

今
は
ま
た
翻
訳
事
業
で
の
出
会
い
を
通
じ
て
、
短
歌
を

始
め
る
な
ど
、
少
年
時
代
か
ら
の
言
葉
へ
の
強
い
関
心
、

拘
り
は
続
い
て
い
る
。

　

北
海
道
石
狩
市
在
住
の
阿
部
包
さ
ん
は
、
八
人
兄
弟

の
末
っ
子
で
、
子
ヤ
ギ
を
乳
兄
弟
と
し
て
育
つ
。
冬
場

の
堆
雪
場
を
中
近
東
の
テ
ル
（
遺
丘
）
に
見
立
て
る
、

過
疎
で
鉄
道
の
廃
線
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
先
住
民
族

ア
イ
ヌ
と
の
か
か
わ
り
な
ど
、
北
海
道
な
ら
で
は
の
話

題
を
提
供
す
る
。

　

大
学
の
授
業
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
文
化
、
文
物
の
紹
介

や
、
東
欧
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
「
ド
ナ
ド
ナ
」
を
自
ら
訳

し
た
歌
詞
で
歌
を
披
露
。
阿
部
さ
ん
は
聖
書
学
者
で
パ

ウ
ロ
研
究
者
、
新
約
聖
書
の
私
訳
を
続
け
、
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。
シ
ラ
書
か
ら
「
友
と
敵
に
つ
い
て
」「
権

力
者
と
の
つ
き
あ
い
」
な
ど
、
旧
約
聖
書
続
編
の
親
し

み
や
す
い
箇
所
を
挙
げ
、
ま
た
新
約
を
読
む
上
で
も
続

編
が
参
考
に
な
る
と
有
益
性
を
説
く
。

　

さ
ら
に
聖
書
を
読
み
通
し
て
い
く
に
は
あ
る
種
強
制

力
が
必
要
で
、
共
同
体
の
通
読
会
へ
の
参
加
を
勧
め

る
。
自
身
も
聖
書
通
読
の
会
で
生
涯
の
伴
侶
に
出
会

い
、
行
動
や
実
践
の
大
切
さ
を
学
ん
で
き
た
。

　

今
、
人
類
が
直
面
し
て
い
る
核
兵
器
保
有
、
環
境
問

題
は
、
信
仰
と
は
対
立
す
る
以
外
な
い
と
し
て
、
ミ
サ

以
外
の
日
常
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
信
仰
を
表
明
し

て
い
く
べ
き
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
間
と

し
て
な
さ
れ
る
べ
き
行
動
は
何
か
を
考
え
る
機
会
を
、

私
た
ち
に
与
え
た
と
直
言
す
る
。

特集



 

第
八
回

「
主
を
待
ち
望
む
者
は

  
新
た
な
力
を
得
る
」　

ゲ
ス
ト
：�
樋
口  
進 

氏

　
　
　
　�

夙
川
学
院
学
院
長

 

第
九
回

「
悲
し
む
人
々
は
、
幸
い
で
あ
る
。

  

そ
の
人
た
ち
は
慰
め
ら
れ
る
」　

ゲ
ス
ト
：�

岡
野
絵
里
子 

氏

　
　
　
　�

詩
人
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終
戦
も
間
近
い
一
九
四
五
年
四
月
、
牧
師
の
息
子
と

し
て
、
朝
鮮
半
島
の
チ
ョ
ン
ジ
ュ
で
生
を
受
け
た
樋
口

進
さ
ん
。
子
供
の
頃
は
内
向
的
な
性
格
で
、
自
ら
も
歯

が
ゆ
さ
を
覚
え
て
い
た
。
あ
る
時
イ
ザ
ヤ
書
四
〇
章

三
〇
、三
一
節
を
読
み
、「
待
つ
」
こ
と
が
肯
定
的
に
用

い
ら
れ
て
い
て
嬉
し
く
思
っ
た
そ
う
だ
。
人
の
「
力
」

に
頼
ら
ず
、
神
に
信
頼
し
待
つ
こ
と
の
大
切
さ
が
力
と

語
る
。

　

樋
口
さ
ん
は
旧
約
聖
書
学
を
専
門
と
し
、
紀
元
前
八

世
紀
か
ら
六
世
紀
に
集
中
し
て
預
言
者
が
現
れ
た
こ

と
、
彼
ら
が
、
集
団
に
属
さ
ず
無
報
酬
で
働
き
、
厳
し

い
言
葉
で
神
の
裁
き
を
告
げ
、
権
力
者
か
ら
迫
害
を
受

　

詩
人
の
岡
野
絵
里
子
さ
ん
は
、
人
生
に
お
い
て
悲
し

み
は
避
け
ら
れ
ず
、
そ
の
中
で
逃
げ
ず
に
よ
く
悲
し
む

体
験
を
通
し
て
、
回
復
し
て
い
く
力
「
慰
め
」
が
与
え

ら
れ
る
と
語
る
。
詩
人
の
仕
事
の
一
つ
は
、
詩
を
書
い

て
悲
し
む
人
の
慰
め
と
な
る
こ
と
。
自
ら
も
詩
か
ら
慰

め
を
得
る
と
い
う
。
東
日
本
大
震
災
の
後
、
詩
の
言
葉

で
、
傷
つ
い
た
人
の
心
を
癒
や
し
、
死
者
に
鎮
魂
の
言

葉
を
捧
げ
る
仕
事
を
し
た
詩
人
た
ち
が
い
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
や
、
人
と
人
と
の
距
離

が
変
わ
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
、
孤
立
し
孤
独
の
中
に
い
る
人
に
対
し
て
詩
の
言
葉

を
届
け
た
い
と
語
る
。

け
て
き
た
そ
の
行
動
に
関
心
を
寄
せ
る
。

　

聖
書
翻
訳
事
業
に
お
い
て
は
、
自
身
が
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
立
場
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
翻
訳
者
と
共
同
作
業
を

行
っ
た
が
、
優
秀
な
方
た
ち
と
の
交
流
で
大
い
に
学

び
、
基
本
方
針
に
お
い
て
違
和
感
は
皆
無
で
あ
っ
た
と

語
る
。
新
た
に
動
植
物
や
、
宝
石
の
名
称
な
ど
を
は
じ

め
、
訳
語
が
変
更
さ
れ
た
箇
所
を
解
説
さ
れ
た
。

　

ま
た
、「
憲
法
九
条
を
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
推
す
神

戸
の
会
」
の
活
動
の
様
子
や
、
憲
法
九
条
は
イ
ザ
ヤ
書

の
平
和
思
想
に
通
ず
る
と
い
う
考
え
を
述
べ
た
。

　

不
安
を
抱
え
る
若
い
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

希
望
は
絶
望
の
隣
に
あ
る
と
そ
の
力
を
訴
え
る
。

　

古
く
は
詩
の
一
行
目
は
神
が
書
く
と
言
わ
れ
て
き

た
、
詩
作
に
お
い
て
は
ま
ず
深
く
静
か
に
自
分
の
中

に
、
何
が
降
り
て
来
る
か
を
待
つ
こ
と
だ
と
語
る
。
二

人
の
キ
リ
ス
ト
者
詩
人
の
作
、
柴
崎
聰
「
平
手
」、
川

中
子
義
勝
「
井
戸
―
砕
け
た
る
た
ま
し
ひ
（
詩
篇

五
十
一
篇
十
七
節
）
―
」
を
紹
介
し
、
そ
の
作
品
に
込

め
ら
れ
た
意
味
を
鮮
や
か
に
解
き
明
か
す
。
ま
た
自
身

が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
作
ら
れ
た
葬
送
の
情
景
を
詠
む

し
め
や
か
な
詩
「
霊
雨
」
を
朗
読
さ
れ
た
。

　

聖
書
翻
訳
事
業
で
は
日
本
語
担
当
と
し
て
関
わ
っ

た
。
ナ
ジ
ル
人
を
「
赤
真
珠
よ
り
も
赤
く
」
と
し
た
哀

歌
四
・
七
が
印
象
深
い
と
し
て
経
緯
を
紹
介
さ
れ
た
。

Listen to the Bible to live in the corona era



8

  リモートインタビュークリスマススペシャル

「みんなの聖書・絵本シリーズ」完成 10周年記念
  絵本聖書の魅力を語る

「みんなの聖書・絵本シリーズ」は、2008 年 4 月の第
1 巻「せかいのはじまり」から、2011 年 3 月の第 36
巻「せかいは新しくなる」にかけて、3 年間毎月発行
された全 36 巻の聖書絵本です。旧約 17 巻、新約 18
巻、最終 36 巻は旧約から新約にかけて聖書全体を包
括するお話です。2021 年 3 月、全 36 巻完成からちょ
うど 10 周年を迎えるにあたり、旧約シリーズの作画
を担当された藤本四郎さん、デザイナーとしてシリー

ズ全体を通して携わった杉田博さんに絵本聖書につ
いてお話を聞きました。ゲストお二人の紹介とお住ま
い、絵本聖書の概要、絵本聖書クリスマスの 3 つの
巻、キリスト品川教会のページェントの様子など。な
お、新約シリーズの作画を担当された杉田幸子さんは
杉田博さんのお連れ合いですが、完成翌年の 2012 年
1 月天に召されています。幸子さんの思い出も語って
いただきました。

YouTube で見られる『聖書  聖書協会共同訳』翻訳者たちへのリモートインタビューシリーズ

2020年
6月から毎月1回
配信中！

翻訳に携わった方々ならではの魅力的な話
翻訳プロジェクトの最前線に立ち続けた方ならではの翻訳作業の秘話、コロナ禍
の中での生活、クリスチャンになった経緯、心の支えとする聖句など、話が満載
です。

どこでも視聴可能
パソコン、スマートフォン、タブレットがあればどこからでも視聴可能です。ご
自宅で過ごす時間が増えている方も、お好きな時間に少しずつご覧いただけます。

操作が簡単
YouTube にアクセスすれば、全てのインタビューがいつでも視聴できます。

日本聖書協会
YouTube チャンネル
https://bit.ly/2P4eVZZ

ゲスト： 藤本四郎氏（絵本画家）
 杉田  博氏（デザイナー）　 
聞き手： 久米小百合氏
 （ミュージック・ミッショナリー）

聖書に聞くコロナ時代を生きるために

第10回（4月配信）「神は愛です」（Ｉヨハネ4：16）　
　　　　　　　　　  ゲスト：  三浦  望 氏　ボストンカレッジ研究員

第11回（5月配信）「神の恵みによって、今の私があるのです」（Ｉコリント15：10）　
　　　　　　　　　  ゲスト： 髙橋洋成 氏　 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所特任研究員

第12回（6月配信）「あなたの破滅は海のように大きい。誰があなたを癒やせるだろう」（哀歌2：13）
　　　　　　　　　  ゲスト： 柴崎  聰 氏　詩人、日本聖書神学校講師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   インタビュー聞き手　飯島克彦（日本聖書協会編集部）

これからの公開予定
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鈴
木
範
久  

す
ず
き  

の
り
ひ
さ  

立
教
大
学
名
誉
教
授

人物と聖書

の
年
鑑
」、
一
九
四
六
）
の
題
名
に
添
え
ら
れ
た
「
汝

等
お
の
れ
を
愛
す
る
が
如
く
、
汝
の
隣
人
を
愛

せ
」
で
あ
っ
た
と
み
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
物
語
の
掲
載
誌
も
題
名
も
不
明

だ
っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
田
中
に
よ
り
、
そ
れ

が
雑
誌
『
童
話
』
二
巻
五
号
（
一
九
二
一
年
五
月
）

に
掲
載
さ
れ
た
北
村
壽
夫
「
神
を
見
た
娘
の
話
」

で
あ
る
こ
と
が
突
き
止
め
ら
れ
た
。
そ
の
話
で

は
、
入
院
中
の
少
女
は
、
見
舞
い
に
き
た
牧
師
か

ら
『
優
し
い
神
様
の
物
語
』
と
題
さ
れ
た
本
を
与

え
ら
れ
た
。
そ
の
本
に
は
、
イ
エ
ス
の
「
お
話
」

と
と
も
に
、
イ
エ
ス
が
最
後
に
人
間
の
罪
を
清
め

る
た
め
に
十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
一
生
が
述
べ
ら

れ
、「
人
、
隣
人
の
た
め
に
命
を
捐す

つ
る
は
、
こ

れ
よ
り
大
な
る
愛
な
き
な
り
」
と
の
聖
句
も
添
え

ら
れ
て
い
た
。

　
少
女
は
、
隣
室
に
入
院
し
て
き
た
老
人
が
、
あ

る
夜
、
水
を
求
め
て
う
め
い
て
い
る
声
を
聞
く
。

絶
対
安
静
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
た
少
女
だ
が
、
辛

う
じ
て
隣
室
に
た
ど
り
着
き
、
老
人
に
水
を
飲
ま

せ
た
。
し
か
し
、
少
女
は
老
人
の
手
を
握
っ
た
ま

ま
意
識
が
途
切
れ
る
。
そ
の
夢
う
つ
つ
の
な
か

で
、
少
女
は
や
さ
し
い
神
の
姿
を
見
、
そ
の
ま
ま

旅
立
っ
た
。

　
太
宰
が
、
こ
の
北
村
の
「
神
を
見
た
娘
の
話
」

を
読
ん
だ
時
は
、
一
一
歳
の
少
年
だ
っ
た
と
推

定
、
話
の
概
要
は
太
宰
の
記
憶
と
類
似
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
太
宰
の
言
う
「
汝
等
お
の
れ
を
愛

す
る
が
如
く
、
汝
の
隣
人
を
愛
せ
」
は
題
名
に
添

え
ら
れ
た
言
葉
で
は
な
い
。
代
わ
っ
て
文
中
と
巻

末
と
に
あ
わ
せ
て
二
度
記
さ
れ
て
い
る
聖
句
と
同

一
化
し
、
そ
れ
を
「
最
初
の
モ
ツ
ト
ー
で
あ
り
、

最
後
の
モ
ツ
ト
ー
」（「
返
事
」、
一
九
四
六
）
と
し

て
生
き
よ
う
と
し
た
。

　
太
宰
治
と
聖
書
に
つ
い
て
は
本
誌
二
一
号
（
二

〇
〇
三
）
で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
後
、

田
中
良
彦
と
の
共
編
著
『
対
照
・
太
宰
治
と
聖

書
』（
聖
公
会
出
版
、
二
〇
一
四
）
も
刊
行
し
た
。
後

者
の
「
解
説
」
に
お
い
て
、
田
中
は
太
宰
が
最
初

に
記
し
て
い
る
聖
句
に
つ
い
て
言
及
。
そ
れ
は
、

太
宰
が
子
供
時
代
に
読
ん
だ
「
幼
時
の
読
書
の
う

ち
で
、
最
も
奇
妙
に
心
に
し
み
た
物
語
」（「
苦
悩

太
宰
治
と
最
初
の
聖
句

太宰治

入院中、最初に愛読した聖書
（同一版）

番 外 編
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ふ
た
た
び
上
京
し
た
も
と
子
は
報
知
新
聞
社
に

入
社
、
校
正
係
を
へ
て
編
集
局
に
配
属
、
日
本
に

お
け
る
女
性
新
聞
記
者
第
一
号
と
さ
れ
る
。

 　

も
と
子
は
、
遅
れ
て
報
知
新
聞
社
に
入
社
し
て

き
た
羽
仁
吉
一
と
結
婚
。
一
九
〇
三
年
四
月
、
二

人
で
『
家
庭
之
友
』
を
創
刊
。
初
号
の
執
筆
者
に

は
安
井
哲
子
、
巖
本
善
治
、
潮
田
千
勢
子
、
佐
治

実
然
、
山
県
五
十
雄
な
ど
の
名
が
あ
る
。
折
か
ら

堺
枯
川
も
『
家
庭
雑
誌
』
を
創
刊
、
後
者
の
創
刊

を
祝
し
た
内
村
鑑
三
は
同
じ
こ
ろ
『
聖
書
之
研

究
』
に
「
家
庭
の
建
設
」
を
発
表
し
て
い
る
が
、

「
家
庭
」
は
「
家
」
で
も
「
家
族
」
で
も
な
く
、「
自

由
な
る
愛
」
に
も
と
づ
く
ホ
ー
ム
と
み
た
。『
家

庭
之
友
』
も
、
そ
の
よ
う
な
「
家
庭
改
良
の
機
運
」

（
巻
頭
の
言
葉
）
へ
の
寄
与
を
意
図
し
た
も
の
と
み

　

少
女
時
代
に
、
青
森
県
八
戸
か
ら
上
京
し
た
松

岡
も
と
子
は
、
府
立
第
一
高
等
女
学
校
入
学
。
同

校
を
在
学
中
、
築
地
美
以
教
会
で
受
洗
。
一
方
、

明
治
女
学
校
に
憧
れ
、
巖
本
善
治
校
長
に
懇
願
し

て
同
校
に
入
学
し
た
。
授
業
料
代
わ
り
に
『
女
学

雑
誌
』
の
仮
名
つ
け
や
校
正
、
同
誌
の
寄
稿
者
の

家
を
訪
問
す
る
仕
事
も
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
が
、

の
ち
に
新
聞
記
者
と
な
り
、
続
い
て
雑
誌
を
出
す

基
礎
と
な
る
。

　

し
か
し
明
治
女
学
校
二
年
目
の
夏
休
み
に
帰

郷
、
盛
岡
の
カ
ト
リ
ッ
ク
女
学
校
の
教
師
に
就

く
。
石
川
啄
木
の
妹
が
学
ん
だ
、
フ
ラ
ン
ス
の

シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
会
経
営
の
女
学
校
で

あ
ろ
う
。
ま
も
な
く
結
婚
す
る
が
永
続
せ
ず
離

婚
。

朝
起
き
て
聖
書

羽
仁
も
と
子
と
聖
書

鈴
木
範
久  

す
ず
き  

の
り
ひ
さ  

立
教
大
学
名
誉
教
授

人物と聖書

『
家
庭
之
友
』
の
発
刊

晩年に仲間と通読した聖書

明
治
女
学
校 

33



 

11 Human and the Bible “Hani Motoko and the Bible” / Suzuki Norihisa

を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
一
九
二
一
年
に
創
立

さ
れ
た
自
由
学
園
に
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
名

に
冠
し
た
「
自
由
」
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
新
約

聖
書
の
ヨ
ハ
ネ
伝
第
八
章
と
結
び
つ
け
ら
れ
る

（
一
九
三
六
年
こ
ろ
）
が
、
創
立
時
に
は
自
由
キ
リ

ス
ト
教
的
な
理
解
と
「
大
正
自
由
教
育
」
に
も
通

じ
る
自
由
で
は
な
か
っ
た
か
。
人
間
関
係
か
ら
み

る
な
ら
ば
、
羽
仁
夫
妻
は
、
植
村
正
久
、
高
倉
徳

太
郎
、
内
村
鑑
三
と
も
親
交
が
あ
り
な
が
ら
、
教

義
上
の
強
い
影
響
を
見
出
し
が
た
い
。
の
ち
に
戦

時
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
学
園
の
名
か
ら

「
自
由
」
の
言
葉
を
外
さ
ず
に
済
ん
だ
の
は
、
抵

抗
と
い
う
よ
り
は
、
文
部
省
の
学
制
下
の
学
校
で

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

　

羽
仁
も
と
子
と
聖
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

「
朝
起
き
て
聖
書
を
読
み
、
昼
は
疲
れ
る
ま
で
働

き
、
夜
は
祈
り
て
眠
る
」
の
言
葉
が
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ほ
ど
聖
書
を
愛
読
し
た
。
な
か
で
も
愛

読
し
た
聖
句
は
旧
約
聖
書
の
詩
篇
で
、
そ
れ
も
第

一
二
一
篇
で
あ
る
。

　
　

 

わ
れ
山
に
む
か
ひ
て　

目
を
あ
ぐ　

わ
が

扶た
す
け助

は
い
づ
こ
よ
り
き
た
る
や　

わ
が
た
す

け
は
天あ
め

地つ
ち

を
つ
く
り
た
ま
へ
る
ヱ
ホ
バ
よ
り

き
た
る　
　

　
　

　

こ
の
と
こ
ろ
を
読
む
に
あ
た
り
、
も
と
子
に
は

故
郷
の
山
が
浮
か
ん
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
も

と
子
に
と
っ
て
カ
ミ
は
、
自
然
神
的
な
見
守
り
の

神
に
近
い
存
在
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
理
解
に
し
て
も
、
聖
書
の
愛
読
者

で
あ
っ
た
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
晩
年
の
一
九

五
二
年
一
月
か
ら
、
も
と
子
は
仲
間
と
旧
新
約
聖

書
の
輪
読
を
始
め
、
一
九
五
四
年
八
月
に
全
巻
読

了
し
て
い
る
し
、
遺
さ
れ
た
聖
書
も
数
多
い
。

　
（
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
自
由
学
園
資
料
室
の
村
上

民
さ
ん
の
御
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
）

ら
れ
る
。

　

引
き
続
い
て
五
年
後
に
は
、
今
日
に
も
残
る

『
婦
人
之
友
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
た
だ
し
、『
家
庭

之
友
』
も
『
婦
人
之
友
』
も
、
創
刊
号
を
見
る
限

り
、
キ
リ
ス
ト
教
色
は
希
薄
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト

教
色
を
求
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
羽
仁
吉
一
と
交

流
の
深
か
っ
た
の
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
的
な
キ
リ
ス

ト
教
、
す
な
わ
ち
自
由
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
。
そ

の
「
自
由
」
は
「
正
統
」
派
の
教
義
か
ら
の
自
由

羽仁もと子

『家庭之友』
創刊号

自
由
学
園
の
創
立

山
に
向
ひ
て
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岸
本
大
樹

私
は
キ
リ
ス
ト
の
教
会
（Christian Churches and Churches of Christ

）
と
い
う
群
れ
で
牧
師
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
の
教
会
は
「
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
教
派
」
で
、
聖
学
院
を
創
立
し

た
デ
ィ
サ
イ
プ
ル
ス
派
と
同
じ
ル
ー
ツ
を
持
ち
、
こ
の
両
者
は
か
つ
て
同
じ
群
れ
で
し
た
。

キ
リ
ス
ト
の
教
会
は
穏
健
な
福
音
派
の
流
れ
の
中
に
あ
り
、
徹
底
的
に
聖
書
的
で
あ
ろ
う
と
志
向

し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
熱
心
さ
の
あ
ま
り
、
か
つ
て
は
一
部
の
宣
教
師
や
牧
師
た
ち
の
間
で
、

機
械
的
な
聖
書
理
解
や
律
法
的
な
福
音
理
解
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
人
間
の

具
体
的
な
生
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、「
神
は
い
ま
す
。
そ
れ
は
聖
書
に
書
い
て
あ
る
か
ら
。
あ
な
た

は
罪
人
で
、
救
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
聖
書
に
書
い
て
あ
る
か
ら
。
キ
リ
ス
ト
は
あ
な
た
の

た
め
に
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
て
死
ん
で
葬
ら
れ
、
三
日
目
に
よ
み
が
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
聖
書
に
書

い
て
あ
る
か
ら
…
」
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、
一
方
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

聖
書
に
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
を
忠
実
に
守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
だ
け
に
固
執
し
、
そ
れ

を
も
っ
て
人
の
救
い
や
信
仰
を
独
善
的
に
判
断
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
群
れ
で
信
仰

に
導
か
れ
、
育
て
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
馴
染
め
ず
、
反
発
を
覚
え
、

抵
抗
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
に
同
情
し
、
聖
書
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
、
福
音
に
生
か
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
改

め
て
私
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
大
阪
聖
書
学
院
で
の
恩
師
の
一
人
で
あ
る
織
田
昭
先
生
（『
新

約
聖
書
ギ
リ
シ
ア
語
小
辞
典
』
編
者
）
で
す
。
織
田
先
生
も
キ
リ
ス
ト
の
教
会
で
信
仰
に
導
か
れ
た
だ

け
で
な
く
、
同
様
の
経
験
を
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
講
義
の
中
で
よ
く
ヨ
ハ
ン
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・

ベ
ン
ゲ
ル
の
〝T

e totum
 applica ad textum

 : Rem
 totam

 applica ad te.

〟
と
い
う
言
葉
を

紹
介
し
な
が
ら
、
御
言
葉
と
私
た
ち
の
関
係
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
織
田
先
生
は
そ
れ
を
、

神
の
息
吹
に
生
か
さ
れ
て

エ
ッ
セ
ー
44

『新約聖書ギリシア語小辞典』（教文館）



13 Essay “Being alive by the breath of God” / Kishimoto Daiki 

「
あ
な
た
全
体
を
聖
書
の
本
文
に
あ
て
は
め
よ
。
事
柄
の
全
部
を
あ
な
た
に
あ
て
は
め
よ
」
と
訳
し
、

「
信
仰
は
借
り
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
正
味
、
自
分
の
信
仰
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
つ
も
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
信
仰
は
、
私
た
ち
自
身
が
作
り
出
す
も
の
で
も
、

私
た
ち
が
努
力
や
修
行
を
し
て
獲
得
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
織
田
先
生
も
そ
の
こ
と
は
ご
承

知
の
上
で
、
御
言
葉
と
真
剣
に
取
り
組
み
、
自
ら
の
罪
や
醜
さ
を
含
め
た
全
生
活
を
御
言
葉
に
ぶ
つ

け
て
求
め
て
い
く
と
き
に
、
生
け
る
神
と
の
関
係
が
問
わ
れ
、
神
の
あ
わ
れ
み
に
よ
っ
て
信
仰
が
与

え
ら
れ
、
御
言
葉
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
強
調
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
必

ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
テ
モ
テ
へ
の
手
紙
二　

三
章
一
六
節
を
引
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
聖
書
は
す
べ
て
神
の
霊
の
導
き
の
下
に
書
か
れ
、
人
を
教
え
、
戒
め
、
誤
り
を
正
し
、
義
に
導

く
訓
練
を
す
る
う
え
に
有
益
で
す
。」（
新
共
同
訳
）

し
か
し
、
織
田
先
生
は
こ
の
一
六
節
の
前
半
を
よ
く
、「
そ
の
文
書
は
全
部
、
ど
こ
を
と
っ
て
も

神
の
息
が
こ
も
っ
た
の
で
」
と
直
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、「
そ
の
文
書
と
は
今
の
言
葉

に
直
せ
ば
旧
約
聖
書
の
こ
と
だ
が
、
教
会
は
こ
れ
を
使
徒
た
ち
の
文
書
も
同
等
に
考
え
、
四
つ
の
福

音
書
も
、
パ
ウ
ロ
や
ペ
ト
ロ
や
ヤ
コ
ブ
の
手
紙
も
、
黙
示
録
も
、
同
じ
よ
う
に
神
の
息
が
込
め
ら
れ

て
い
て
、
神
の
命
の
息
吹
が
働
く
書
で
あ
る
と
受
け
止
め
た
。
つ
ま
り
、
聖
書
は
ど
れ
も
〝G

od-

breathed

〟
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
な
お
〝God-breathing
〟
で
も
あ
る
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
何
よ
り
も
ま
ず
御
言
葉
に
自
分
自
身
を
ぶ
つ
け
て
、
神
の
息
吹
に
生
か
さ
れ

る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
こ
そ
が
私
た
ち
の
生
き
方
で
す
」
と
い
う
諭
し
で
あ
り
、
励

ま
し
で
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
歩
み
続
け
る
上
で
、
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
り

ま
し
た
。

私
は
一
〇
代
後
半
で
入
信
し
、
口
語
訳
聖
書
で
信
仰
が
養
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
牧
師
に
な
っ

て
か
ら
新
共
同
訳
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
今
は
聖
書
協
会
共
同
訳
を
教
会
に
導
入
し
よ
う
か
ど
う

か
検
討
中
で
す
。
翻
訳
が
変
わ
っ
て
も
、
御
言
葉
に
自
分
を
ぶ
つ
け
、
神
の
息
吹
に
生
か
さ
れ
た
喜

び
や
慰
め
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

岸本大樹（きしもと・だいき）　
キリストの教会  旭基督教会牧師
大阪聖書学院学院長
大阪クリスチャンセンター理事長
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AVACOだより

「ペンテコステの本」
ペンテコステQ&A、子ど
も に 伝 え る お 話、 礼 拝  
のプログラム例、工作各
種、パネルシアターの台
本と型紙などを掲載。
B5判・96ページ
1,540円税込

「せいしょのおはなしシールブック
 おいわいしよう かみさまのひ」
クリスマス、イースター、ペンテコステ、神
さまの大切な日を、シールで楽しく描こう！
シール102ピース・ぬりえ付き　396円税込    

AVACO公式Twitter・YouTubeチャンネル 

「みことばをやさしく伝えよう」
飯塚拓也氏

（日本キリスト教団竜ケ崎
教会牧師、認定こども園ぶ
どうの木竜ケ崎幼稚園園
長）

「使いこなそう視聴覚教材」
木村誠甫氏

（草苑保育専門学校講師）

「歌おう『たまごさんびか』」
塚本潤一氏

（日本キリスト教団芦屋浜教
会牧師、同志社女子大学嘱
託講師）

「オンラインでも クリスマ
ス工作」
石橋えり子氏

（イラストレーター、クラ
フト作家）

「今こそ、リトミックで クリ
スマスさんび！」
佐佐木宏子氏

（リトミック講師、一般社
団法人GOSMACミニスト
リーズ 代表理事）

キリスト教視聴覚センター・愛称 “AVACO（アバコ）”のブランドネームで親しまれている視聴覚部からの
おたよりです。キリスト教視聴覚教育に関する情報をお届けします。

　コロナ禍の2020年、皆様への日頃の感謝とエールを贈る
学びの場として、オンラインにて30日間無料配信した「第
71回キリスト教視聴覚教育講習会 in オンライン」と「2020
クリスマス講習会 in オンライン」を一挙に再配信。新しい
お顔との出会いとスタートの春、2021年4月19日より30日
間のオンライン無料配信を開始しました（5月18日まで）。
　2020年の配信では、「YouTube利用の講習会、しかも無

料で大変ありがたいです。勉強になり感謝しております」
「時間を問わずにみられることは、多くの保育士が共有でき
るのでうれしいです」などの温かいお声をいただきました。
ウェブサイトでテキストの無料ダウンロードや参考書籍の
ご紹介、Webアンケートも実施し、皆様との楽しい学びの
時がまた一つ増えました。

AVACO講習会について　www.avaco.info/school/

感謝とエールを！「re-講習会 30days in オンライン」開催

ペ ン テ コ ス テ の ア イ デ ィ ア に お す す め の 本 と 教 材 を ご 紹 介

「第71回キリスト教視聴覚教育講習会 in オンライン」 「2020クリスマス講習会 in オンライン」

AVACO SNS、YouTubeチャンネルをご存知ですか？
Facebook、Twitterの公式アカウント、AVACO公式YouTubeチャ
ンネルを2020年8月に開設しました。教材の活用法を交えた
商品紹介やキリスト教教育アイディア紹介など、文字・画像・
映像・音声などを用いて、皆様のより近くにより深く情報をお
届けできるようになりました。ぜひ一見一聴、そしてご登録を
お願いします。

「第72回キリスト教視聴覚教育講習会」を2021年夏に、オンラインにて30日間無料配信することが
決定しました。詳しくは、AVACOウェブサイトやSNSでお知らせいたします。お楽しみに♪

耳寄り
情報
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みことばを日々 味わうための「黙想シリーズ」は現在3冊が発売中。

「ウェブバイブル」でどこでも聖書を。

「みんなの聖書 マンガシリーズ」に新刊登場。

※ 聖書協会共同訳以外の訳文、スタディ注は、プレミアム
版のみに搭載。

※ 新共同訳、口語訳、ESVを、それぞれ最初から開くこと
もできます。

シリーズ4冊目は「ひと時の黙想  全き心を求めて」（仮題）
アメリカのクリスチャン作家、ストーミー・オマーティアン著。
2021年10月刊行予定です。

ウェブバイブルはインストール不要のウェブアプリケー
ション。ネット環境があれば、Google Chromeを使用し
ていつでもどこでも、PC、タブレット、スマートフォンで、
聖書協会共同訳が読めます。コロナ禍でリモート授業
が増えてきた教育現場でも、使用が始まっています。

（各種クレジットカードで決済が可能になりました）

聖書を楽しくわかりやすく。累計10万冊突破のマンガシリーズに10年ぶりの新刊が加わ
りました。新約聖書Ⅲ 「黙示録（レヴェレイション）～心開かれし者の記～」（2020年10月刊行）
◦ A5判　◦144ページ　◦並製、ジャケット掛け　◦ 定価990円（本体900円+税）

●ベーシック版
『聖書 聖書協会共同訳 旧約聖書続編付き』（本文、ルビ、引照、注、

小見出し、巻末付録の全てを収録）。利用料年間550円（税込）。

●プレミアム版
ベーシック版の全機能に加え、「新共同訳」、「口語訳」、「ESV

（English Standard Version 2016）」、『聖書 スタディ版』の注（聖
書協会共同訳対応）を搭載。利用料年間2,200円（税込）。

そして、マンガシリーズ全6巻セットも発売開始いたしました。
 これから聖書を読む方、特に若い方へのプレゼントとしてもご利用ください。
  「みんなの聖書 マンガシリーズ　全6巻セット」
◦紙製ケース入り　◦定価6,490円（本体5,900円+税）

◦ 天地135mm×左右103mm
◦ ①404ページ　②③400ページ
◦ 合成皮革装、スリーブケース入り
◦ 定価1,980円（本体1,800円+税）

詳しくは、Webページ
（https://www.bible.or.jp/webbible/）

をご覧ください。

Bible Guide

②「祈りの力」　エドワード・M・バウンズ  著
③「心からの祈り」　カレン・ムーア　著

①最新刊：「主と歩む365日」
人気作家マックス・ルケードの著作をわかりやすい日
本語に翻訳しました。一日分の聖句（聖書協会共同
訳）と心に残るルケードのひと言メッセージを365日
分収録しています。字が大きく読みやすく、短い時間
で日々の黙想ができます。 プレゼントにも好評です。 

①
②③

詳しくは
webページへ

詳しくは
webページへ
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聖書協会世界連盟が結ぶきずな
―連帯はコロナ禍中も、その先も―

　
こ
の
度
、
ソ
ア
の
判
型
を
拡
大
、
中
面
も
カ

ラ
ー
化
し
て
誌
面
が
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
九
二
年
の
創
刊
か
ら
始
ま
り
九
五
年
の
六

号
で
途
絶
え
て
以
来
、
四
半
世
紀
ぶ
り
の
全
面

カ
ラ
ー
復
活
と
な
り
ま
し
た
。

　
世
界
を
覆
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
と

人
の
往
来
を
遮
断
し
ま
し
た
。
し
か
し
テ
レ
ワ
ー

ク
な
ど
新
し
い
働
き
方
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
さ
せ
、

大
き
な
社
会
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
巨

大
な
爪
痕
を
残
し
た
こ
の
感
染
症
に
よ
る
災
害

は
、
未
だ
終
わ
り
が
見
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
今
、

世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
政
治
経
済
の
対
立
、

差
別
や
貧
困
、
抑
圧
、
環
境
破
壊
な
ど
、
深
刻

な
問
題
に
よ
り
不
安
は
増
し
て
い
ま
す
。

　
今
号
は
聖
書
協
会
が
コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
間
制

作
を
続
け
て
き
た
リ
モ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
聖

書
に
聞
く
」
を
特
集
し
ま
し
た
。
い
か
に
生
き

る
か
、
聖
書
か
ら
の
答
え
は
何
か
、
幾
ば
く
か

で
も
お
分
か
ち
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。
た
だ
し

映
像
か
ら
文
字
で
取
り
出
せ
る
の
は
ご
く
微
量

な
情
報
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
動
画
を
通
し
て

直
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　
本
誌
の
ご
感
想
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。この印刷物はFSC®認証紙を

使用しています。

11月末のある日、かねてから連絡を取り合ってい

たアルメニア聖書協会のプロジェクトマネージャーの

マリアンナさんからメールが入りました。紛争地ナゴ

ルノカラバフから避難してきた子どもたちのためのク

リスチャンキャンプが無事終わったことの報告の後、

こう書き添えられていたのです。

「最終報告を出すのは少し遅くなります。COVID-19

に罹患しました。両肺の20%がウイルスに侵食され、

肺炎を発症していますが、自宅で療養しています。病

院は紛争の負傷兵で一杯なのです。今は辛くて何もで

きません。2週間後には回復しているように願ってい

ます。」

2020年9月末から、難民支援に奔走していたアルメ

ニア聖書協会では、多くのスタッフがこの病気に感染

し、自宅療養を余儀なくされました。幸い、マリアン

ナさんを含めて現在は皆回復している模様。マリアン

ナさんも仕事に復帰し、キャンプに参加する子どもた

ちの映像※を届けてくれました。

COVID-19のパンデミックは世界中の聖書協会の活

動にも影響を与えました。もともと政情が不安定だっ

たり、国内では販売収入を得ることができないほど貧

しかったりする地域では、社会・経済活動の停滞が経

営をさらに圧迫し、聖書協会は存続の危機に瀕してい

ます。2020年より、聖書協会世界連盟（UBS）は「連

帯基金（Solidarity Fund）」を創設し、これら緊急に

経営手当てが必要な聖書協会の救済に乗り出しまし

た。

今から75年前、第２次世界大戦終結翌年の1946年

にUBSが創立された時、真っ先に支援が必要な国とし

て大量の新約聖書（700万冊）を贈られたのは、他で

もない日本でした。贈られた聖書によって多くの人々

が救われ、戦後のキリスト教会は大きく成長すること

ができたのです。昨年来の「ウイルスとの闘い」はそ

の規模からも、与えた負の影響からも「世界大戦」に

も例えられています。この危機の時、最も弱っている

兄弟たちの支えになることを願い、日本聖書協会も連

帯基金の拠出に参加します。皆様のご理解とご支援

を、どうぞよろしくお願いいたします。

※ アルメニアのキャンプの様子
は、 日 本 聖 書 協 会YouTube
チャンネル「皆様に支えられ
て」https://bit.ly/3p7kN4nで
ご覧いただけます。

編
集
後
記

Request for your cooperation with Solidarity Fund

アルメニアキャンプ バイブルレッスン
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